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□友達の良さや自分の良さに気づき互いに認め合え
るように援助していく。
□友達のイメージや考えを伝え合いながら活動を進
めようとする姿を見守ったり，互いの思いが分かり合
えるよう援助したりしていく。
＊子どもたちが相談したり協力したりできるよう十分
な時間を確保し，見通しをもって生活できるようにす
る。
＊グループ活動を工夫し，継続して行えるようにす
る。
＊様々な素材を子どもと共に用意し，遊びに必要な
物を工夫しながら作っていけるようにする。

□生活や遊びに必要なことを自分たちで進んで行おうとする
姿を認めていく。
□友達と思いが食い違ったりぶつかったりしてトラブルになる
時には，互いの思いが伝わり，気持ちの立て直しができるよう
に互いの思いを受けとめ，寄り添ったりクラスで一緒に考えた
りする。
□めあてをもち繰り返し取り組んでいることや，頑張りを伝え
合う機会を大切にし，友達の良さを感じられるようにしていく。
＊遊具や用具など，危険や怪我がないような扱い方を知らせ
たり共に考えたりし安全に留意する。
＊秋の自然物で遊んだり収穫したり味わったりする機会をも
つ。

　　　　　　　　　　　１２期　　　　　　１０期

・生活や遊びのなかで役割を分担しようとする
ようになる。
・友だちとのつながりが深まり，自分たちで問
題解決をしようとしたり，話し合って生活を進
めようとしたりするようになる、

・お互いの頑張りを認め合い，協力して取り組むよう
になる。
・自分なりの目標をもって挑戦し，友達から刺激を受
けてやってみようとする。
・友だちと共通の目的をもち，力を合わせていろいろな
活動に取り組むようになる。

・生活に見通しをもち，積極的に身のまわりのことをす
る。
・体を十分に動かして遊び，共通の目的に向かって取
り組む楽しさ，友達と力を合わせたり競ったりする楽し
さを味わう。
・身近な自然に興味関心をもって遊びに取り入れ，美
しさや不思議さに気づく。

・週の予定や一日の生活の流れが分かり，見通しを
もって行動する。
・様々な運動遊びに進んで取り組み，十分に体を動か
して遊ぶ。
・得意なことや頑張っていることなどを友達同士で見
せ合ったり認め合ったりする。
・木の葉や木の実などの自然物を集めたり，いろいろ
な物を工夫して遊びに取り入れたりする。

・友達と考えを出し合ったり，役割を分担したり
しながら遊びを進める。
・友達とイメージを伝えあい，様々な表現方法
を工夫し，みんなで一つのものを作っていく。
・友達と共通のイメージをもって作ったり描い
たりしたものを遊びに取り入れて楽しむ。
・生活や遊びのなかで文字・数・量などに興味
関心をもつ。

・友達と共通の目的に向かって取り組む中で，
協力したり工夫したりして，一緒に最後までや
り遂げる達成感を味わう。
・身近な素材や自然を生かして必要な物を工
夫して作って遊ぶことを楽しむ。

・新しい生活のリズムに慣れ，身の回りのことを
進んでする。
・年中児や年少児の様子を気にかけ親しみを
もってかかわろうとする。
・教師や友だちと好きな遊びをじっくり楽しむ。
・教師や友達と安心できる関係の中で意欲的に
活動する。
・身近な動植物に興味や関心をもち，触れたり
遊びに取り入れたり，世話をしたりする。

・自分の体に関心をもち，健康な生活に必要な習慣や態
度を身につける。
・生活に見通しをもち，自分たちで生活を進めようとする。
・友だちといろいろな遊びをする中で，相手の気持ちや考
えに気づき，分かろうとする。
・自分の思いや考えを言葉で友達に伝えようとする。
・ルールのある遊びや共通のめあてをもった遊びを繰り
返し楽しむ。
・自分なりの目当てをもって試したり挑戦したりすることを
楽しむ。
・栽培物の生長に関心をもち，収穫する喜びを味わうとと
もに食への関心を深める。

□年長になった喜びを受けとめ，年下の子に親
しみをもって関われる機会をつくっていく。
□子ども一人ひとりに丁寧に関わり，信頼関係
を築いていく。
□身近な自然に関わり発見や不思議に思う気
持ちなどに共感していく。
＊安定した気持ちで生活ができるように，活動
の流れに配慮し，ゆとりとメリハリのある時間や
場を構成する。
＊友達と進んで繰り返し活動できるように，これ
までの経験を生かした環境を工夫する。

□友達とのつながりを深めるために，保育者も仲間に加
わりながら，互いの気持ちや考えを伝え合えるようにして
いく。
□試したり，工夫したりしている姿を認め，興味関心を周
りの子どもにも広げていく。
＊気の合う友達と一緒に活動を楽しめるよう時間にゆと
りをもって，生活の仕方と場を構成する。
＊水・泥・土などを使ってダイナミックに遊ぶ機会を設け，
感触や不思議さを共有したり，試したり工夫したりする楽
しさを味わったりできるようにする。
＊身近な自然とふれあう中で，自然事象への興味や関
心を広げたり，生命の大切さに気づいたりできるようにす
る。

□園生活を振り返り今まで楽しかったことなどを友
達と一緒に楽しんだり仲間と過ごす心地よさを味
わったりできるようにし，卒園までの時間を大切に
する。
□小学校見学や小学生と触れ合える機会を設定
し，就学への期待が膨らむようにする。
＊年長児として自分たちが取り組んできた役割を，
年中児に伝える場を設ける。
＊遊びや生活の中で文字や数などに触れ興味関
心をもてるようにする。

・一人一人が見通しをもって意欲的に生活を進めていこうと
する。
・目的に向かってクラスの友達と協力し一つのものを作り上
げていく楽しさを味わう。
・友達と相談や協力をしながら自分たちで活動を進める楽し
さや充実感を味わう。
・友達と互いの成長を認め合い，就学への期待をもつ。

１月１１月

     自分の力で試したりしながら，
     遊びに取り組み，友達と考えや
     思いを出し合って遊ぶ時期

　　　　　１１期

    信頼し合う仲間と話し合い
    ながら，意欲的に遊びを創り
    出していく時期

６月 ８月

   いろいろな遊びを十分楽しみ
   ながら，友達とのつながりを
   広げていく時期

     新しいクラスに慣れるとともに，
     年長児としての自覚と喜びを
     もって生活する時期

・年長になった喜びや期待が見られる一方で，生活や
環境が変化したことへの不安や緊張した姿も見られ
る。
・年少児や年中児に関心を示し，挨拶やお世話を進ん
でしようとする。
・様々な遊びに興味を広げ，気の合う友達と一緒に遊
ぶことを楽しむ。
・春の気候の心地よさを感じたり，身近な自然物に興
味・関心をもって関わったりする。

・役割や遊びの進め方について相談したり，協力し
たりしながら共通の目的に向かって，自分たちで遊
びを進めていく。
・年中児に係や当番の仕事を引き継ぎ，自信をもっ
て卒園を迎える。
・文字・ことば・数量・時計などに関心をもち，生活や
遊びに取り入れる。。
・小学生との交流などを通して入学への期待をも
つ。

・季節や天候に応じた衛生週間や生活の仕方を身につ
ける。
・ルールを守ったり，見通しをもったりして生活をする。
・友達とのかかわりを広げ，教え合ったり助け合ったりし
て遊びを進めていくことを楽しむ。
・様々な遊びに興味をもち，自然や身近な環境に関わる
中で，自分なりに遊びを工夫したり考えたりする。
・身近な自然に進んでかかわろうとし，季節の変化に気
づく。

・園生活で必要なことを意欲的に行い，年長と
しての自覚をもつ。
・新しい生活や環境に慣れ，教師や友達と一緒
に好きな遊びや生活を楽しむ。
・春の自然や身近な動植物に親しみ，世話をし
たり関わったりする。
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    １年生になるという自覚と喜びを
    もちながら，残り少ない園生活を
    楽しむ時期

・生活や活動に見通しがもてるようになり，自信を
もって行動するようになる。
・主体的に遊びに向かう中で友達と相談したり，工
夫したりしながら遊びを発展させて楽しもうとする。

・生活の仕方が分かり，進んでしようとするように
なる。
・いろいろな友達とかかわりを広げて遊ぼうとする
が思いがぶつかったり，伝わらなかったりする。
・ダイナミックな遊びを喜び，自分たちで考えたり
工夫したりすることを楽しむ。


